
　

５
月
、
船
橋
市
が
月
２
回
発
行
す

る
「
広
報
ふ
な
ば
し
」
に
、
公
民
館

の
政
治
利
用
を
規
制
す
る
よ
う
な
文

章
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
社
会
教
育

法
は
、
公
民
館
が
特
定
の
政
党
の
利

害
に
関
す
る
事
業
を
行
う
こ
と
な
ど

を
禁
止
し
て
い
ま
す
が
、
利
用
者
の

行
為
に
つ
い
て
は
禁
止
し
て
い
ま
せ

ん
。

　

当
該
文
章
は
５
月
１
日
号
の
１
面

436-3030要予約

日本共産党船橋市議団主催

※会場が変更する場合がございます
会場 ： 中央公民館
時間 ： 午後１時～４時

労働相談も受けています

無料

弁護士が相談を受けます

7月17日（水）

8月 7日（水）

「
～
地
域
で
集
い
学
び
つ
な
が
る
～

そ
う
だ
！
公
民
館
へ
行
こ
う
！
」
と

い
う
特
集
記
事
の
最
後
に
あ
る
、
「
営

利
行
為
や
政
治
・
宗
教
等
に
関
す
る

活
動
の
場
合
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
」

と
い
う
も
の
で
す
。
仮
に
こ
の
通
り

な
ら
、
議
員
に
よ
る
議
会
報
告
会
や

九
条
の
会
の
集
会
な
ど
、
政
治
に
関

わ
る
市
民
活
動
が
規
制
さ
れ
か
ね
ま

せ
ん
。

　

自
民
党
政
治
の
も
と
、
日
本
学
術

会
議
の
会
員
任
命
拒
否
や
秘
密
保
護

法
、
土
地
利
用
規
制
法
の
強
行
な
ど
、

国
民
の
思
想
信
条
・
表
現
の
自
由
を

公
民
館
の
政
治
利
用
を
規
制
？

公
民
館
の
政
治
利
用
を
規
制
？

　

今
議
会
に
は
、
市
長
か
ら
約
60
億
円
の

補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
の

う
ち
約
46
億
円
は
、
岸
田
政
権
が
実
施
す

る
「
定
額
減
税
（
所
得
税
で
３
万
円
、
住

民
税
で
１
万
円
）
」
の
調
整
給
付
金
で
す
。

　

つ
ま
り
、
補
正
予
算
の
ほ
と
ん
ど
が
国

の
物
価
高
騰
対
策
を
補
う
た
め
で
、
市
と

し
て
独
自
の
物
価
高
騰
対
策
は
な
い
、
と

い
う
中
身
で
す
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
市
は
１
９
３
億
円

と
、
余
裕
の
あ
る
財
源
調
整
基
金
を
活
用

し
て
、
市
と
し
て
の
負
担
軽
減
対
策
を
行

う
べ
き
で
す
。

　

一
方
、
市
民
生
活
に
お
い
て
は
、
実
質

賃
金
が
前
年
同
月
比
よ
り
24
ヶ
月
連
続
で

減
少
し
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
の
時
を
超

え
ま
し
た
。

　

民
間
調
査
機
関
に
よ
る
と
、
５
月
の
食

品
値
上
げ
は
４
１
７
品
目
に
の
ぼ
り
ま

す
。 

電
気
・
ガ
ス
の
負
担
軽
減
策
も
５
月

に
終
了
し
、
市
民
生
活
を
圧
迫
し
て
い
ま

す
。
定
額
減
税
が
始
ま
っ
た
も
の
の
、
準

期
間
限
定
で
、無
く
な
っ
た
ら
終
了

期
間
限
定
で
、無
く
な
っ
た
ら
終
了

早
い
者
勝
ち
？
の 

ヘ
ル
メ
ッ
ト
補
助
事
業

早
い
者
勝
ち
？
の 

ヘ
ル
メ
ッ
ト
補
助
事
業

備
期
間
が
短
く
制
度
が
複
雑
な
た
め
、
中

小
企
業
や
地
方
自
治
体
の
事
務
に
は
大
変

な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
補
正
予
算
だ
け
で
は
、
物
価
高

騰
対
策
と
し
て
、
焼
け
石
に
水
で
す
。

『
広
報
ふ
な
ば
し
』

『
広
報
ふ
な
ば
し
』

　

千
葉
県
が
実
施
す
る
自
転
車
乗
用
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
着
用
促
進
事
業
が
、
船
橋
市
で

も
よ
う
や
く
提
案
さ
れ
ま
し
た
（
補
助
額

は
1
人
１
個
あ
た
り
２
千
円
）
。
た
だ
、

補
助
対
象
と
な
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は
、
今
年

７
月
１
日
以
降
に
購
入
し
た
も
の
で
、
補

助
金
の
申
請
受
付
期
間
は
９
月
２
日
か
ら

来
年
の
１
月
31
日
ま
で
で
す
。
補
助
件
数

は
８
０
０
０
件
で
、
市
は
こ
の
件
数
に
達

し
た
時
点
で
制
度
を
終
了
す
る
と
し
て
い

ま
す
。

　

４
月
か
ら
自
転
車
通
学
が
始
ま
る
な

ど
、
新
た
に
購
入
す
る
機
会
の
増
え
る
２

月
以
降
は
対
象
外
で
す
。　

　

市
は
「
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
着
用
促
進
が
目

的
」
で
あ
る
と
し
ま
し
た
が
、
短
期
間
の

実
施
で
県
の
補
助
金
が
な
く
な
っ
た
時
点

で
終
了
と
い
う
、
ま
る
で
早
い
者
勝
ち
の

よ
う
な
補
助
制
度
で
、
着
用
促
進
の
規
模

と
し
て
は
非
常
に
お
粗
末
で
す
。

　

ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
費
へ
の
補
助
は
、
交

通
安
全
対
策
だ
け
で
な
く
、
物
価
高
騰
対

策
の
一
助
に
も
な
り
ま
す
。
せ
め
て
来
年

の
３
月
ま
で
実
施
し
て
、
県
の
補
助
金
が

な
く
て
も
市
の
事
業
と
し
て
続
け
る
よ

う
、
引
き
続
き
求
め
て
い
き
ま
す
。

社
会
教
育
法

第
23
条　

公
民
館
は
、
次
の
行
為
を
行
つ
て
は
な
ら
な
い
。

一　

も
つ
ぱ
ら
営
利
を
目
的
と
し
て
事
業
を
行
い
、
特
定
の
営
利
事
務
に

公
民
館
の
名
称
を
利
用
さ
せ
そ
の
他
営
利
事
業
を
援
助
す
る
こ
と
。

二　

特
定
の
政
党
の
利
害
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
又
は
公
私
の
選
挙
に

関
し
、
特
定
の
候
補
者
を
支
持
す
る
こ
と
。

２　

市
町
村
の
設
置
す
る
公
民
館
は
、
特
定
の
宗
教
を
支
持
し
、
又
は
特

定
の
教
派
、
宗
派
若
し
く
は
教
団
を
支
援
し
て
は
な
ら
な
い
。

抑
圧
す
る
政
治
が
横
行
し
て
い
ま
す
。

船
橋
市
は
、
憲
法
に
則
っ
た
行
政
の

あ
り
方
を
貫
く
べ
き
で
す
。
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財
源
調
整
基
金
は
１
９
３
億
円
も
あ
る
の
に

市
民
へ
の
市
独
自
の
物
価
高
騰
対
策
な
し

財
源
調
整
基
金
は
１
９
３
億
円
も
あ
る
の
に

市
民
へ
の
市
独
自
の
物
価
高
騰
対
策
な
し

ミニにゅうす　2024年 6月17日 No.1079（２）
2024年 6月17日 No.1079◆金権腐敗起こす根源、企業・団体献金の禁止を！！
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